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『中山伝信録」「琉球語」・「字母」の対音解読
丁鋒
『中山伝信録』六巻は清代康煕五十八年（1719）琉球国尚敬王を冊封するため來琉した
冊封副使の徐葆光が康煕五十九年（1720）完成して翌年出版した冊封使録である。徐氏は
蘇州府長洲（今江蘇省蘇州市呉県）の出身、字は亮直。康煕四十四年詩賦で抜擢され北京
に赴任、五十七年に冊封琉球副使に任命された。在京二十数年間官位が上がらず、乾隆三
年（1738）に病気の理由で辞任して帰郷した。
『中山伝信録」第六巻の巻末に漢字で音註した「琉球語」と「字母」が収めている。琉
球寄語六百六條と仮名四十七個の対音は十八世紀初頭の琉球音韻の研究に貴重な音声資料
である。
『中山伝信録」「琉球語」の前の識語「萬暦中冊使夏子陽給諌使録刻有琉語。本朝張学
礼冊使亦略載雑記中。今就其少加訂正。対音参差,軽重清濁之間，終不能無説也｡」による
と、寄語の編集中、明代夏子陽の『使琉球録』と清代張学礼の『使琉球記』や『中山紀略」
に参考したことが分る。張氏の本に散在した寄語二十数條しかない。夏氏の本における
｢夷語」は前代冊使請崇業「使琉球録』の同じ部分からそのまま写したものである。筆者
の調べによると、『中山伝信録』の「琉球語」の606條目の中に請録と全く同じ條目は137
條、対音字をかえた條目は百七條、新しい條目は約三百條となっている。改字した條目は
確認されたことに意味して調査を経た新しい條目と同じように見て良い。その部分は寄語
全体の四分の三に占める。請録と全く同様な條目は確認して納得し、改字しなかった可能
'性もあるし、全然確認できなく、あるいは確認しなかった可能』性もある。いまの研究で言
うと、どっちの可能性も否定できない。
『中山伝信録』の寄語対音の解読は対音字が表している語音が官話音ではなく、方言音
であることで、十数種類の寄語資料の中で一番難しい。今度の解読は2000年五月下旬、台
湾の淡江大学で開かれた「第九届社會與文化國際学術研討會－漢語文化學」學會で発表し
た小論「『中山伝信録』琉漢対音中反映的呉方音和官話音」の研究素材とした解読ノート
に基き、書きなおしたものである。上述の論文は対音の中、破裂音・破擦音の濁音声母の
存在、厘母（[6]）・疑母（[U］・娘母（[几]）の存在、鼻音音節［ｍ]、［､]、［U］の存
在、入声韻尾の存在、中古荘組声母が精組声母に発音、果・假・效三攝の母音がそれぞれ
[u]、［o]、［o］に発音、蟹攝－二等、梗攝、假攝三等、果攝一等、遇攝など攝韻の文（読
書音）白（口語音）異読の存在など鮮明な呉語特徴を持つため「中山伝信録』の対音字に
反映した漢字音は殆ど呉音（蘇州音）だと結論した。この結論は今度の解読文作成にも－
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層活かされた。
解読文の凡例は以下のようになっている。
１．検索しやすいため寄語とその門類は通し番号を入れ、順序を表す。ほかの部分は原文
どおり表示する。
２．原文（見出し語と対音字）の後に解読した中国語の発音（呉音が殆ど)、琉球音の順
で並べる。間に←→号で対応を表す。［］内に表記された音は國際音声記号。ただ日
本語は送気不送気音の対立がないから送気不送気の表記はしない。
３．呉音（蘇州音）は主に趙元任（1928）『現代呉語之研究』（北京清華学校研究院)。葉
祥苓（1988）『蘇州方言志』（江蘇教育出版社)、古屋昭弘（1982）「『度曲須知』に見る
明末の呉方言」（東京都立大学人文學報156）などを参考にした。琉球音は主に『沖縄語
辞典」（国立国語研究所1975年)、「クリフオード琉球語」（｢琉球語彙」と略称、勉誠
社文庫71亀井孝解説1979)、「十八世紀初期の沖縄方言の音韻」（高橋俊三沖縄国際大
学文学部紀要第九巻第一二合併号1981.1）など論著を参照した。ここで謝意を表しま
す。
４．琉球音の解読に漢字語を加え、振り仮名も入れる。ことばの原型としての仮名が確定
できない場合、振り仮名を入れない。
５．根拠としての引文の後につく（）内は音記の説明である。＝（同じ)、←（～から
変化してきた）二種類ある。
６．請崇業『使琉球録」と同じ形を持っている項目は逐一説明する。ただ請録（1579）も
前代の資料（『琉球館讓語』十五世紀、陳侃『使琉球録』1535）からそのまま写したも
のがあるからそれらの２項目は音韻の時代性を確認できるため、出現した最初の資料を
引用する。以上の項目は編集者徐氏の確認を経たとし、一応全部呉音で解読する。合わ
ない個所は随所説明を加える。
(_）琉球語
一天文
テン
１天町［t`iO］←→［tiN（天)］
沖縄語で「天」は「tiN」と発音する。
上
２日飛［fUi］←→［のｉ（日）］
ツキ
３月子急［ts1ki?］←→［tsmki（月）］
ホン
４星夫矢［fuli］←→［⑪uJi（星)］
カゼ
５風Ｕ客買子［k`ats]］←→［kadzm（風)］
「買」は桁字だと考えられる。
アメ
６雨阿梅［amui］←→［?ami（雨)］
カミナリ
７雷喀１１五秒一［k`anmioi?］←→［kaNnai（神鳴)］
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沖縄語辞典に「雷hjaagaNnai」とある。「W1jJは「那」の誤字だと考えられる。
クモ
８雲枯木［k`umu?］←→［kｕｍｕ（雲)］
ユキ
９雪又急［6iouki?］←→［iuki（雪)］
１０電賀的［fiuti?］←→［⑪udix（稲妻)］
沖縄語辞典に「稲妻hudii」とある。
シモ
１１霜什撫［Jimu］←→［Jｉｍｕ（霜)］
アメフ
１２下雨阿梅福的［amuifu?ti?］←→［?ami⑪uti（雨降て)］
ユキフ
１３下雪又急福的［liiouki?fu?ti?］←→［iukiのuti（雪降て)］
キリ
１４霧氣力［k'ili?］←→［kiri（霧)］
陳侃『使琉球録」の第12條と同じ。
ツユ
１５露禿有［tu?hiou］←→［tuiu（露)］
『琉球館讓語」の第24條と同じ。「ツ」は「、」と読む。
１６霞鳴喀泥［k`a?k`a?､i］←→［?akari（焼け)］
沖縄語辞典に「朝焼け？asa?akeei｣、「?akee=juN明るくなる」とある。kariからkai、
kaiからkeeiへ変化してきたことが推測できる。第三音節の子音に､、ｒのズレが見える。
「喝」の子音は「?」に対応する。
コオリ
１７ｊ電科立［kuli?］←→［kuxri（電)］
『琉球館讓語』の第11條と同じ。
アシタ
１８明日阿着［atJia?］←→［?atJia（明日)］
沖縄語辞典に「明日？aca」（Ｃａ=tJia）とある。原本に「着」は「看」に誤れた。
カゼフ
１９起風喀買福的沽［k`a?mafu?ti?ku］←→［kadziのutiku（風吹てく）
第五條によると、「貢」は術字、「子」は脱けている。
テンクモ
２０天陰町奴姑木的［t'ilJnukumu?ti?］←→［tiNnukumuti（天の曇て)］
テンハ
２１天晴町奴法力的［t'iOnufa?'i?ti?］←→［tiNnu⑪ariti（天の晴れて)］
アサテ
２２後日阿黙的［asa?ti?］←→［?asati（明後日)］
沖縄語辞典に「明後日？asati」とある。
ヨツカ
２３大後日郁加［Hiu?ka］←→［iu?kａ（四日)］
沖縄語辞典に「四日'juQka」とある。
二地理
ヂ
２４地池［tJi］←→［d3i（地)］
ツチ
２５土足池［tsu?tJi］←→［tsultJi（士)］
ミナト
２６江密乃度［mi?､adu］←→［minatu（港)］
『琉球館詳語』の第271条と同じ。
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カワ
２７河喀珪［k`a?ua］←→［kaua（１１|)］
沖縄語辞典に「ＩｌＩｋａａ」（kaa←kaua）とある。
ウミ
２８海鳥米［umi］〈--→［umi（海)］
ヤマ
２９山［EJ麻［Hiama］←一・［iama（山)］
下に「間字亦讃同麻音」（間も麻のように発音する）という註があり、琉球語の「間」
の訓読み「ま」も「麻」と同音することを説明を加えている。
ミ(ﾝ)ズ
３０水閾子［mints]］←－し［mｉ（N）ｄｚｕｌ（水）］
「ズ」の前に嬢音がある。
コオリ
3１（ZＩ（谷亦里［ku?6i?li］．-→［kuxri（Ｊ１}()］
「亦」は術字。
ミチ
３２路密之［mi?tJi］〈--→［mitJi（道)］
オカ
３３岸倭ﾛ客［uk`a?］．-→［uka（陸)］
イシ
３４石_是［i?Ii］・-‐→［?iJi（石)］
イカワ
３５井依喀陳ｌ［ik`a?'a?］・――・［?ikaua（井戸)］
沖縄語辞典に「井戸kaua」とある。「剛」は「畦ua」の誤字だと考えられる。
ドロ
３６泥巴羅［palu］←一・［duru（泥)］
「巴」は「多tu」の誤字だと考えられる。
スナ
３７沙是梛［Jinu］←→［sulna（砂)］
「梛」は「那､a」の誤字だと考えられる。「是」は「s]」と読む可能性も有る。
ホコリ
３８灰活各力［6uo?ko?li?］・－－．［①okori（燥)］
ヤイシ
３９碑［l牙及一什［liiaki?i?Ji］←-．［iakiiJi（焼き石)］
カワラ
４０瓦喀畦疎||［k`a?uala?ﾙｰｰ・［kauara（瓦)］
トオ
４１遠士熟迷［t'usa?mi］←-．［tuxsa（遠さ)］
沖縄語辞典に「遠いtuusaN」とある。「迷」の対音が不明。
４２近士古尼迷［t'ukunimi］←－，［dukunix（あんまり近い)］
沖縄語辞典に「dukuあんまり・ひどく｡｣、「近いnii」とある。「迷」の対音が不明。
ナガ
４３長掌爽熟［naka?sa?］剣--→［nagasa（長さ)］
４４短陰爽熟［inkia?sa?］←→［?iNkiasa（短い)］
沖縄語辞典に「短い？iNcasaN」（Ca=tJia←kia）とある。
マェ
４５前婿也［mamie］・-→［ｍａｉｅ（前)］
「ｂ」は「也ie」の誤字だと考えられる。
ウシ
４６後撫什的［uJiti?］←--．［uJiru（後ろ)］
「的」は誤字だろう。
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ヒレ)クリ
４７左分搭里［fugnta?'i］守--・［｡i(N)dari（左)］
沖縄語辞典に「左hwizai」（zai←dari）とある。「ダ」の前に擢音がある。
ミレ)ギリ
４８右名急里［miOki?li］｡-→［ｍｉ(N)giri（右)］
沖縄語辞典に「右niziri」（ni←ｍｉｚｉ←9i）とある。
ウエ
４９上威［ui］今--・［?wix（上)］
沖縄語辞典に「上？wii］（ii←ie）とある。
シダ
５０下昔着［si?tJia?］←一・［JitJia（下)］
沖縄語辞典に「下sica］（si=ｊｉｃａ=tJia）とある。ここの「シ」は「ス」と読む可能性
がある。
５１束窟之［k`u?tJi］←-．［kutJiにち)］
沖縄語辞典に「kuciこち、東風｡」とある。
ニシ
５２西尼失［niJi?］←→［niJi（西)］
５３南灰［hui］←-．［小eｘ（南)］
沖縄語辞典に「南hwee」とある。
ニシ
５４北屋金尼失［u?kinniJi?］・-→［(?)niJi（西)］
「屋金」の対音が不明、「浮」か「沖」だと推測できる。
マギリ
５５府間切［kienk'ie?］◆-→［nmagiri（間切)］
沖縄語辞典に「間切市町村制以前の行政区画の単位｡」とある。中国の行政区画の
「府」に相当すると思い、そのまま書き込んだと考えられる。「間切」は対音字ではない。
ムラ
５６村母疎ｌ［ula?ﾙｰｰ・［ｍｕｒａ（村)］
「母」は（母ｍｕ）の誤字だと考えられる。
三時令
ハル
５７春［Ii2i羅［ha?lu］←→［①aru（春)］
ナツ
５８頁納之［､a?tJi］←→［natsul（夏)］
「之」は「tsl」と発音する可能性も有る。原本に「納」を「約」に誤れた。
アキ
５９秋阿紀［aki］←→［?aki（秋)］
沖縄語辞典に「秋？aci」（ci←ki）とある。
フユ
６０冬灰ﾛ盲［hui6iu?］←→［中uiu（冬)］
６１冷晦熟［huisa?］←→［中isａ（寒い)］
沖縄語辞典に「寒いhwiisaN」とある。
アツ
６２熱阿子黙［atslsa?］←→［?atslllsa（熱さ)］
６３寒辞角羅熟［bi?kioNusa?］←→［pigiorusa（冷たい)］
－１０５－
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沖縄語辞典に「冷たいhuizurusaN」（hui←ｐｉｚｕ←giu←gio）とある。「上」は
と発音する。
ヌル
６４暑奴羅撒［nulusa］・-→［nurusa（温さ)］
クモ
６５陰姑木的［kunlu?ti?］←→［kumuti（曇て)］
『琉球館讓語』の第73條と同じ。
ハレ
６６陽法力的［fa?'i?ti?］゛-→［⑪ariti（晴て)］
ヒル
６７書皮羅［bilu］←→［piru（昼)］
「上」はpiと発音する。
ヨル
６８夜晴羅［iu?]u］谷-→［iuru（夜)］
アカツキ６９朝阿鳴子吉［aka?tslki?］←→［?akatsLuki（暁)］
７０晩有熟嚥的［liiousa?mti?］←→［iusaNdi（夕暮)］
沖縄語辞典に「夕暮jusaNdi」とある。
トキ
７１時吐吉［t'uki?］｡-→［tuki（時)］
イキ
７２気亦吉［6i?ki?］←-＋［?iki（息)］
トシ
７３年多式［tuJi?］←-．［tuJi（年)］
セクニチ７４節些谷尼即［sieku?nitsi?］゛--＋［si?kunitJi（節供日)］
「チ」は「ツ」と発音する可能性もある。
ショウガッ７５正月夏括子［hiakua?tsI］｡-→［Jiauguatslu（正月)］
沖縄語辞典に「正月sjoogwa9i」（sj可）とある。
「が」はguaと発音し、以下の十数例も同様。第一音節の子音の対応にズレがある。
ニガッ
７６二月風括子［nikua?tsT］・--つ［niguatsIu（二月)］
サンガツ
７７三月三括子［sankua?ts1］←-．［san9uatsIu（三月)］
シガツ
７８四月式括子［Ji?kua?ts]］゛-→［Ji9uatslu（四月)］
ゴガツ
７９五月吾括子［Uukua?ts]］今-→［guguatslu（五月）
ロクガツ
８０六月六姑括子［lu?kukua?tsI］←→［rukuguatsLu（六月)］
シチガツ
８１七月失之括子［Ji?tJikua?tsl］←→［JitJiguatsul（七月)］
ハチガツ８２八月膳之括子［ha?tJikua?tsl］←→［hatJi9uatsuu（ﾉ(月)］
クレ)ガツ８３九月空括子［kul]kua?ts1］←-＋［ku(N)guatslu（九月)］
「が」の前に擁音がある。
ジュウガツ８４十月燭括子［d3io?kua?ts]］←-＋［d3iuxguatsul（十月)］
ジュウイチガツ８５十一月燭一之括子［d3io?i?tJikua?tsT］←-＋［d3iuxitJi9uatslu（十一月)］
ジュウニガツ８６＋二月燭胤括子［d3io?nikua?tsT］←一十［d3iuxni9uatsLu（十二月)］
ツイタチ
８７初一之搭之［tJita?tJi］今-→［tsulitatJi（朔)］
この例と以下の＋例の対音からみると、前の「之」は当時の蘇州音で既に「tsl」
｢pi」
と発
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音する可能性がある。「初」は月の初旬のうちの日を指す。
フツカ
８８初二福子介［fu?tslka］←→［⑪utsuIka（二日)］
ツイタチミツカ
８９初三之搭之密介［tJita?tJimi?ka］←→［ts山itatJimi?kａ（朔三日)］
ツイタチヨツカ
９０初四之搭之Ⅱ育介［tJita?tJiliiu?ka］←→［tsulitatJiiu?kａ（朔四日)］
ツイタチイツカ
９１初五之搭之一子介［tJita?tJii?tslka］←→［tsulitatJiitslllka（朔五日)］
ツイタチムイカ
９２初六之搭之美介［tJita?tJimuika］←→［tslllitatJimuika（朔六日)］
ツイタチナノカ
９３初七之搭之梛介［tJita?tJinoka］←→［tsulitatJinanoka（朔七日)］
「､a」の対音字がない。
ツイタチヤウカ
９４初八之搭之鴉介［tJita?tJiiaka］←→［tsulitatJiiauka（朔ﾉ（日）］
ツイタチココノ力
９５初九之搭之突古魯［tJita?tJik'u?kulu］←→［tsuntatJikukunuka（朔九日)］
「力」の対音字がなく、「ノ」の対音に､、ｌのズレがある。
ツイタチトオカ
９６初+之搭之士介［tJita?tlit'uka］←→［tsllIitatJituxka（朔十日)］
ジツイチニチ
９７十一之一子泥子［tJii?tsTnitsl］←→［d5i?itJinitJi（十一日)］
二カ所の「チ」にともに「ts1」で対音している。以下の例で十二日、十三日、十六日、
十七日、十八日、十九日、二十二日、二十三日、二十五日、二十六日、二十七日、二十
九日、三十日十三例は同じく「チ」に「子tsI」が対応し、十四日と十五日だけは「チ」
に「之tJi」が対応する。ズレが生じているのは、発音者の説りか記音者のミスかと考
えられる。他に、「＋」は「之tJi」で対応し、次の三例もそうである。対照的に、その
次の十五日から十九日までの五例は「十」に「坐ｚｕ」で対応している。当時の「十」
は「じっ」と「じゅう」の発音が交錯的にされたようである。
ジッニニチ
９８十二之泥泥子［tJininits1］←→［d3i?､initJi（十二日)］
ジッサンニチ
９９十三之三泥子［tJisannitsT］←→［d5i?saNnitJi（十三日)］
ジッヨッニチ
100十四之晴泥之［tJi6iu?､itJi］←→［d3i?iu?nitJi（十四日)］
ジュウゴニチ
101十五坐古泥之［zukunitJi］←→［d3iuxgunitJi（十五日)］
ジュウロクニチ
102十六坐六古泥子［zuIu?kunit1］←→［d3iuxrukunitJi（十六日)］
ジュウシチニチ
103十七坐十七泥子［zu3i?tsi?､itsl］←→［d3iuxJitJinitJi（十七日)］
ジュウハチニチ
104十八坐膳之泥子［zuha?tJinitsT］←→［d3iuxhatJinitJi（＋ﾉ(日)］
ジュウクニチ
105十九坐苦苦泥子［zuk`uk`units1］←→［d3iuxkunitJi（十九日)］
一つの「苦」は術字。
ハッカ
106二十膳子介［hatsTka］←→［hatsulka（二十)］
ハッカ
107二十一膳子介疽［ha?tslkatsy］←→［hatsuIka（二十)］
「疽」は次の七例の「祖」に近い音記たと考えられる。「十じゆう」の対応にしようと
するものだが合わない。
ハッカニニチ
108二十二膳子介泥泥子［ha?ts]kaninitsl］←→［hats山kaninitli（二十日二曰)］
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上旬の「朔」と同じ、「二十日」を用い、下旬の日を作り出す例である。
ニジュウサンニチ109二十三ｌ議祖三泥子［nitsusannitsT］←→［nid3iuxsaNnitJi（二十三日)］
ニジュウヨツカ110二＋四臓祖ﾛ育介［nizuliiu?ka］←→［nid5iuxiu?kａ（二十四日)］
ニジュウゴニチ
111二十五臓祖姑泥子［nitsukunitsl］←→［nid3iuxgunitJi（二十五日)］
二ジュウロクニチ
112二十六１房i祖六姑泥子［nitsulu?kunits1］←→［nid3iuxrukunitJi（二十六日)］
二ジュウシチニチ
113二十七臓祖失之泥子［nitsuJi?tJinitsT］←→［nid3iuxJitlinitJi（二十七日)］
ニジュウハチニチ114二十八臓祖膳之泥子［nitsuhatJinits1］←→［nid3iuxhatJintJi（二＋ﾉ(日)］
ニジュウクニチ115二十九臓祖苦苦泥子［nitsuk`uk`units]］←→［nid3iuxkunitJi（二十九日)］
「苦」が一つ多い。
サンジュウニチ
116三十三祖泥子［santsunits1］←-÷［saNd3iuxnitJi（三十日)］
四花木
チャ
117茶ネＬ［tJa?］←→［tJia（茶)］
『琉球館讓語』の第105條と同じ。
ハナ
118花諮那［hua?､a］←→［中ana（花)］
ノ、
119葉諮［hua?］←→［①ａ（葉)］
120枝又打［6iouta］←→［iuda（枝)］
沖縄語辞典に「枝juda」とある。
キ
121樹那吉［naki?］←→［naki（？な木)］
124條の後半を取って作った項目だと思われる。
ウメ
122果吾ｂ［Uumie］←→［?umｅ（梅)］
陳侃『使琉球録』第92條と同じ。
マツ
123松貿子［motsl］←→［matslll（松)］
マツキ
124栢貿子那吉［motsTnoki?］←→［matslImoki（松の木)］
タケ
125竹托几［t'o?ki］←→［taki（竹)］
第一音節の母音がoとaのズレがある。
タケ
126箏打吉［taki?］←→［taki（筍)］
ナツメ
127棗那多也［natumie］←→［natume（棗)］
『琉球館讓語』第116條と同じ。「ツ」は「tu」と読む。
キ
128木難［ki］←→［kｉ（木）］
クサ
129草谷黙［ku?sa?］←→［kusa（草)］
ウメ
130梅花旺梅［nmui］←→［?NIT1i（梅)］
沖縄語辞典に「梅？Nmi」とある。
レン
131蓮花臨［lin］←→［riN（蓮)］
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リュウガン
132龍眼客梗［k`e?kaU］゛-→［riu:NgaN（竜眼)］
「客」は「容乳iuU」の誤字だと考えられる。
133木頭梅旺梅掌乃［muinmuinanai］←~・［?］
「梅旺梅」は第130條と同じ、「掌乃」は次の137「桃莫莫掌乃」の後半である。「木
頭」は中国語で「木、薪」の意味を持ち、以上の内容に関係ない。
スギ
134杉木思難［slki］←~・［sigi（杉)］
カキ
135楡木指難［k`a?ki］十一一・［kaki（柿)］
沖縄に「楡」（ノニレの木）は存在しない。対音字の発音から見ると、恐らく「柿」で
ある。
クロキ
136烏木突羅難［k'u?luki］←→［kuruki（黒木)］
モモナリ
137桃莫莫掌乃［ｍｏ?ｍo?nanai］←→［momononai（桃の実)］
第三音節の母音が合わない。沖縄語辞典に「実nai」（i←ri）とある。
スモモ
138杏色莫莫［se?ｍo?ｍｏ?］←→［slllmomo（李)］
ヤ(ﾝ)ナギ
139柳現其［fiicngi］←→［ia(N)nagi（柳)］
け」の対音字が脱けている。
バシャゥ
140芭蕉巴拉［pala?］←→［baJiaux（芭蕉)］
「拉」の発音は語義に合わなく、誤字であろう。
ザックロ
141石榴花石古魯［za?kulu］←→［dza?kuru（石榴)］
「石」は白読音。
レンコン
142蘓菱公［liUkuU］←→［riNkuN（蓮根)］
ブウさウハナ
143扶桑花菩薩諮那［busa?hua?､a］←→［pusauのana（扶桑花)］
「フ」はpuと発音。
ガジマル
144棺茄子埋大［gats1mada］←→［gad3imaru（棺樹)］
沖縄語辞典に「棺樹gazimaru」とある。「大」は「六ｌｕ?」の誤字。
ゴトウ
145梧桐谷多［ku?tu］←→［gutux（梧桐)］
ケイカ
146桂難花［kihua］←→［kixka（桂花)］
「力」は中国語の発音で「⑪a」と発音することが考えられる。
ケイトウ
147難冠難朶［kito］←→［kixtox（鶏頭)］
モリカ
148茉莉木一乖［ｍｕ?i?kua］←→［muikua（茉莉花)］
沖縄語辞典に「muikwaもりか」（i←ri）とある。
ステツ
149鳳尾蕉靴底子［hygtitsl］←→［s山titslll（蘇鉄)］
レイチ
150蕩枝利市［liJi］←→［rixtJi（蕩枝)］
第二音節子音にIとtJのズレがある。
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オ(ン)ギ151甘蕨翁吉［uUki?］←→［ux(N)gｉ（荻)］
沖縄語辞典に「砂糖黍uuzi」（zi←gi）とある。
コシヤウ
152胡椒窟受［k'u?zou］←-＋［kuJiux（胡椒)］
請崇業『使琉球録』第108條と同じ。
スワウ
153蘇木司珪［s1ua］←-＋［suuuau（蘇枕)］
陳侃『使琉球録』第129條と同じ。
五鳥獣
タツ
154龍達都［da?tu］←→［tatu（竜)］
陳侃『使琉球録」第110條と同じ。「ツ」はtuと発音。
トラ
155虎土拉［t'ula?］←→［tura（虎)］
156鹿呵旺失失［konJi?Ii?］←→［koxNJiJi（鹿)］
沖縄語辞典に「鹿koonusisi」（si←Ji）とある。対音字から見ると、「､u」音節は「､」
と発音するようだ。
ウマ
157馬嚥馬［ｍｍａ］←→［?Nma（馬)］
沖縄語辞典に「馬？Nma」とある。「ma」の前の「N」が「ｍ」の'性質が持っている。
シシ
158獅施失［JiJi?］←→［JiJi（獅子)］
ウシ
159牛兀失［Uu?Ji?］←→［?uJi（牛)］
声門破裂音「?」は「0」で対応する。
ウサギ
160免兀熱吉［Uu?sa?ki?］←→［?usagi（兎)］
同じく「U」と「?」の対応。
クマ
161熊谷馬［ku?ma］←→［kuma（熊)］
陳侃『使琉球録」第117條と同じ。
ザウ
162象喧［tsa］←→［dzau（象)］
藷崇業『使琉球録』第118條と同じ。け」の対音は失記された。
トリ
163難堆［tui］←→［tui（鶏)］
沖縄語辞典に「鶏tui」（i←ri）とある。
ウグイス
164鶴鳥孤欲士［uku6iu?3i］←→［?uguiJi（鴬)］
原本に「烏」は「鳥」（niau）の誤字になっている。「鶴」は「鴬」と別物である。第三
音節はiuとiの対応で對音字の発音のu部分がない。
ヤマシシ
165猪ロ牙婚失失［6iamaJi?Ji?］←→［iamaJiJi（猪)］
イヌ
166狗因［in］←→［?iＮ（犬)］
沖縄語辞典に「犬？iN」（N←､u）とある。
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カウ
167皮喀畦［k'a?ua］←-．［kaua（皮)］
ネ
168鼠晶［nie?］←-仁［nｅ（子)］
『琉球館詳語」の第154條と同じ。鼠は十二支の「子」に当たる。
タカ
169鴬打答囑［tata?ka?］゛-→［?taka（鷹)］
『琉球館讓語」に「鴬達個｣、陳侃『使琉球録」に「鴬打答囑」とある。「答囑」は
鷹で、「打」は「大」（大きい）でしょうか。中国語で鷹、鴬は別物で、単なる同音なの
で、同音假借字だと考えられる。
170羊皮着［bid3ia?］←一・［pid3iax（山羊)］
沖縄語辞典に「山羊hwiizaa」（hwi←pizaa=dziax）とある。
171蛇密密［mi?mi?］←一・［mｉ（巳)］
『琉球館鐸語』に「蛇密密」とある。「蛇」は十二支の第六の「巳」に当たる。「密」
一宇は術字だと考えられる。
サル
172猴黙陸［sa?lu?］｡--・［saru（猿)］
カメ
173亀Ｕ客也［k`a?mie］←→［kame（亀)］
174雀由門多里［hioumuntuli］4--．［iumu(N)duri（雀)］
沖縄語辞典に「雀jumudui」（i←ri）とある。「du」の前に鼻音がある。
フウワウ
175鳳凰呼窩［huuo］←一・［dbuxuox（鳳凰)］
請崇業『使琉球録」の第134條と同じ。沖縄語辞典に「鳳凰huuoo」（ＣＯ←uox）とあ
る。
キリン
176騏麟其鄭［gilin］・――・［kiriN（騏麟)］
沖縄語辞典に「騏麟ciriN」（ci←ki）とある。
クジャク
177孔雀枯雀姑［k'utsia?ku］←-．［kud3iaku（孔雀)］
沖縄語辞典に「孔雀cujacu」とある。
カイチ
178獅雪膳宅［ha?tJg?］←-．［kaitJi（概彗)］
第一音節の対応はズレがある。「慨」の中国近世音は「hiai」であり対音の子音はそれに
影響されたかもしれない。『琉球館讓語』に「膳」は（害hai）とし、『中山伝信録』は
それを写し間違えた可能'性もある。
ツル
179仙鶴司禄［s1lu?］・--・［tsuru（鶴)］
陳侃『使琉球録』の第139條と同じ。第一音節の子音はs、ｔｓのズレがある。
ざウゲ
180象牙喧冷其［tsalgOgi］←→［dzaugix（象牙)］
請崇業『使琉球録』の第139條と同じ。「冷」は術字か「の」のような対音の誤字かと考
えられる。
カメコウ
181碓瑁喀也那各［k`a?Iiienoko?］←-令［kamenokox（亀の甲)］
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沖縄語辞典に「亀の甲kaamiinukuu」（nuq-nokuu←koo）とある。「也」は「セmie」
の誤字。173條「錘喀也｣。
ウシヅノ
182牛角兀失左奴［Uu?』i?tsunu］←→［?uJidzuInu（牛角)］
原本には「兀」でなく、「元liyan」であった。159條「牛兀失」によって訂正した。
．(ｼ)ガラス183喜鵲孔加喧司［k'uUkatsasl］←-＋［ku(N)garasul（小鳥)］
喜鵲、カササギのことである。ここは「小鳥」の発音に想定できる。「喧」は誤字。
トリクチ
184鶴頂抱立奴谷之［tuli?nuku?tJi］｡-→［turinukutJi（鶏の口)］
鶴頂、鶏の「とさか」のこと。「口」と違う。
六宮室
ミヤ
185宮迷耶［mifiia］←→［miia（宮)］
ヤ
186屋耶［fiia］←→［iａ（屋)］
187門燭［d3o?］←→［d5iox（門)］
沖縄語辞典に「門Zoo」（Zoo=d3io:）とある。
ヤドクチ
188戸耶燭可之［Hiadu?k'utJi］←→［iadukutJi（宿ロ)］
冊封使が宿泊している「ヤド」の出入り口だと考えられる。戸、中国語で「一枚扉」の
こと。
マド
189意，馬都［mam］←→［ｍａｄｕ（窓)］
カキ
190塙指几［k`a?ki］←→［kald（垣)］
トレ）
191垣全止［duUtJi］←→［tu(N)d3i（閉じ)］
「全」は「同」の異体字。垣、閉じられた場所だと言える。に」の前に擢音がある。
テイ
192亭堤［di］←→［tix（亭)］
ニワ
193園臓滑［IIi6ua?］←→［mua（庭)］
194措乞齋秀書［k'i?tsaiua?Jiu］←→［kidzaiのaJi（階段の梯子)］
沖縄語辞典に「階段kiPai｣、「梯子hasi」（ha←⑪ａｓi=Ji）とある。
又喀旺條書［k'a?､dioJiu］←→［?］
又音である。「唐橋」（からはし）か「懸橋」（かけはし）かと考える。
カヮライエヤ
195瓦房１１客Mill亦棄牙［k`a?'a?lii?ki6ia］←→［kaxraieia（瓦家屋)］
請崇業「使琉球録」の第153條と同じ。
沖縄語辞典に「瓦kaara」（二番目のa←ua)とある。「秦」は「葉６ie?」の誤字。
器用
弓憂米
箭一牙
七
1９６
１９７
ユミ
[ioumi］・--＞［iumi（弓)］
ヤ
[i?6ia］・--→［iａ（矢)］
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オケ
198担桶Ｉ'五格［ukO?］←→［uki（桶)］
199木杓祢波［nipu］←→［nibu（柄杓)］
沖縄語辞典に「柄杓niibu」とある。
200脚踏棉波着子［pud5ia?tsl］←-．［?］
胡靖「杜天使冊封琉球真記奇観」によると、脚踏棉は「ただみ」を指す。
201棹璋［puO］←→［?］
棹は櫓、權、竿などの意味を持つ。対音字の発音に合う言葉は「棒［bu:]」て
キタリ
202浴桶克塔里［k'０?ta?'i］←-・［kitari（木樽)］
203椅子倭里那［uolina］←→［?］
ロ
204風鑪魯［lu］←→［rｕ（艫)］
ハレ)ガキモノ
205牙届リ番１１五脚難母魯［fannkia?kimulu］←一・［①a(N)kakimunu（歯掻物)］
シデ
206書箕失式［Ji?t'０?］守一→［Jide（四手)］
「四手」状の「箕（み)」だと考えられる。
ハカリ
207數子法介依［fa?kai］←-．［中akai（秤)］
沖縄語辞典に「秤hakai」（i←ri）とある。
208天平驍馬答白［t'iOmata?ba?］←→［?］
「厩」は「天」の対音のようだ。
ホウチャウ
209刀和着［hud3ia?］←-．［のu:tJiau（包丁)］
スサヤ
210刀鞘絲古禮耶［s1kuliHia］←-・［suugusaia（直グ鞘)］
「琉球入學見聞録」に「禮」でなく、正字の「撒」（sa?）である。
211鶇子爽介子［ka?katsl］←-．［kagukatli（馬籠)］
沖縄語辞典に「駕籠kagukaci」とある。「gu」の対音字が脱けている。
アシダ
212木套阿書着［aJiud3ia?］←-．［?aJid3ia（足駄)］
沖縄語辞典に「足駄tacibaa?asiza」（za=d3ia）とある。
カサ
213傘爽熟［ka?sa?］←→［kasa（傘)］
クジ
214竹Ｈ兀執［Uu?tJi?］←一・［kud3i（識)］
竹Ｈ、竹の薄片。
215床閑札古［Handza?ku］←→［?］
トウロウ
216燈禿羅［t'u?lu］←－．［tuxrui（燈籠)］
タゴ
217面桶他古［t'aku］←-・［taxgu（桶)］
面桶、顔を洗う桶。沖縄語辞典に「桶taagu」とある。
タライ
又他里［t'ali］←→［tarai（盟)］
又音。「ai」は「里」の「i」に合わないが、「ex」になっている可能性もある。
であろうか。
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ナベ
218鍋那脾［nabi］←‐-し［naxbi（鍋)］
沖縄語辞典に「鍋naabi」とある。
ブタ
219鍋蓋福大［fu?｡a］･-→［のuta（蓋)］
220瓦罐之駈［tJinルー→［?］
221瓢彌駈［min］←→［?］
ハウキ
222掃箒火氣［hukiルーーレ［hoxki（箒)］
沖縄語辞典に「箒hooci」（ci←ki）とある。
フネ
223船胡作［6uni］←--゛［⑪uni（船)］
サンパン
224算盤山栂盤［sanmban］q--し［saNbaN（算盤)］
「そろばん」ではなく、中国語音に近い。
225油善雛之既［suitJiki］←-．［Jid3iki（油Ⅲ)］
沖縄語辞典に「油msizici」（ci←ki）とある。
226木柿沙八巳［sapa?sl］←→［sabaki（櫛)］
沖縄語辞典に「櫛sabaci」（ciq-ki）とある。「巳」は「己ｋｉ」の誤字。
カメ
227甕客ｌ免［k'a?mi］令-→［kaxmi（甕)］
ヅレ)ナ228索争掌［tsoUna］.-→［tsul(N)nａ（綱)］
229斧頭霞爽［liiaJuaO］←→［Jax⑪uNguax（斧)］
沖縄語辞典に「斧saa6uNgwaa」とある。琉球語音を見ると、対音字の前後関係が逆
のようだ。二音節もそれぞれズレがある。
タライ
230湯盆他阿煉り［t'aala?］、--→［tarai（盛)］
「阿」は長音を記録した。「イ」の對音字は脱けた。
231竹籠古衣八古［kuipa?ku］←-＞［kuxbaku（寵箱)］
沖縄語辞典に「籠kuu｣、「箱haku」とある。「衣」は術字であり、上の項目「湯盆」
から来たかもしれない。
232筋寶生［mailgU］←→［maiJi（箸)］
沖縄語辞典に「箸meesi」（eeq-ai）とある。「生」は「失Ｊｉ?」の誤字だと考えられ
る。
ヒバシ
又皮爬失［bibaJi?］←--゛［pibaJi（火箸)］
又音。に」はpiと発音する。
233鎖柴心［zasinルー→［saxsul（錠)］
沖縄語辞典に「錠saa9i」（§i=si）とある。
又沙四内古［sas1nuiku］←-．［saxsumu?kua（鍵)］
又音。沖縄語辞典に「鍵saa9inuQkua」（kua←ko）とある。「内」の母音は琉球音に
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ズレがある。
234烟筒啓力［kili?］←→［kiJiri（煙管)］
沖縄語辞典に「煙管cisiri」とある。第二音節の対音字が脱けた。「琉球入學見聞録」
に「烟筒奇失禮」とある。
フサ
235荷包荷作［Huza?］←→［①usａ（房)］
荷包は、袋物、きんちゃく、ポシェットのこと。
チヤワン
236茶鐘茶碗［tJiauan］←→［tJiauaN（茶椀)］
237飯碗麥介衣［ma?kai］←→［makai（椀)］
沖縄語辞典に「椀makai」（i←,i）とある。
ヤツカン
238銅確約』慣［ia?kuan］←→［ia?kuaN（薬罐)］
沖縄語辞典に「薬罐jaQkwaN」とある。「力」は「kua」と読む。
239蝋鐙式執直［JTtJi?d3i?］←→［Jid3itJi（油Ⅱ)］
225條「油蓋雌之既」と同じ。油霊は油皿といい、蝋篭はろうそく立てという。
グ
240團棋古［ku］←→［gｕ（碁)］
カウロ
241香艫科艫［kolu］←→［koxru（香炉)］
沖縄語辞典に「香炉？ukooru」とある。
カウハコ
242箱子科阿里阿奇［kualiaku］←→［kuxarihaku（香あり箱)］
第四音節「ハ」の子音が失記した。
243面盆汗休及里［Hanniki?'i］←→［?］
244盤他疎l古［t`aMku］←→［?］
ノ、．
245厘奇八［kupa?］←→［pal[ｕ（厘)］
対音字は「八計」であるべき。「ハ」は「pa」と読む。
ミ（ン)ズツギ
246水注閏子磁之［mintsTdz]tJi］←→［、(N)dzmtsuld3i（水性)］
「ズ」の前に掻音がある。
カガミ
247鏡子喀敢泥［k'a?kanni］←→［kagaNni（鏡)］
沖縄語辞典に「鏡kagaN」とある。対音字から見ると、kagaNniと読むことも由
掻音の頭子音化現象は琉球語に存在する。例えば、「琉球館詳語」に「天
あった。
琉球館詳語」に「天甸尼」
（tienni）とある。次の項目の「奴」もそうである。
コヒン
248酒壺膳奴［k`uinu］←→［kuのinu（小瓶)］
酒器の一種、沖縄語辞典に「小瓶kuhwiN」とある。対音字からみると、「ン」から
「､u」の発音に変化した。擦音の頭子音化といえば、「NnU」と読むべき、擁音が直接に
「な」行の発音に変化するのに違い、この例はまた研究する必要がある。対音字「彪」
は「コヒ」二音節に対応している。
ロウソクダイ
249燭鐙簡L思古苔［luonslkudai］←→［roxsokudai（蝋燭台)］
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対音字「闇し」の「-,」の部分が琉球音に対応できない。現代蘇州音の「乱」の「-,」が
既に消失して、いわゆる中古山威二攝の韻尾消失現象である。その現象は最初に文献に
記録したのは1790年頃の韻書「荊音韻彙」であり、「中山伝信録」より七十年後のこと
である。「中山伝信録」に山威二攝の釿声字が二十数例用いられ「-,」は擦音と対応し
ないのは「乱」と384の「漫」の二回しかない。孤例だが山成二攝韻尾消失現象の先兆
例とみても良いかもしれない。
カミサ
250短警喀IfF(黙失［k`a?nisa?Ji?］←→［kamisaJi（髪差し)］
「ミ」は、と読む。
ミクワイ
251長審彌誇［mik'ua］←→［mikuuai（御慈力古)］
「i」の対音字が無い。「慈姑」は「慈姑頭」の略。髪に差す「轡」が結髪の形に間違え
て音記したと思われる。
シロカネ
252酒盃失六加泥［Ji?'u?kani］←→［Jirukani（銀)］
酒盃の原材料を言っている。
253象棋沖棋［t｢iuOgi］←→［tJiuN9i（将棋)］
沖縄語辞典に「将棋CUNZii」（Zi←gi）とある。
カプト
254藍１１葛鳩吐［ka?ut'u］←→［kabuto（兜)］
請崇業「使琉球録」の第154條と同じ。第二音節の子音が合わない。
ヨロイ
255甲幼羅衣［ioului］←→［iｕｍｉ（甲)］
陳侃「使琉球録」の第1581条と同じ。
ツル
256弦子奴［tslnu］←→［ts山rｕ（弦)］
請崇業「使琉球録」の第159條と同じ。第二音節の子音は､、ｌのズレがある。
ヤリ
257鎗牙立［6iali?］←→［iari（槍)］
陳侃『使琉球録」の第163條と同じ。
タライ
258盆大莉［dalai］←→［tarai（盟)］
陳侃『使琉球録」の第166條と同じ。
259瓶四胡平［sDHubiU］←→［?］
請崇業『使琉球録」に「瓶匹胡平」とある。「四、平」は皆な誤字のようだ。
フネ
260船請泥［p'uni］←→［puni（船)］
請崇業『使琉球録』第166條と同じ。「フ」はpuと読む。
261柁花時［hua3i］←→［⑪aJi（橋)］
「琉球館讓語』の第223條と同じ。
カレ)ジ
262舵看失［k`aNJi?］←→［ka(N)3ｉ（舵)］
「琉球館讓語』の第224條と同じ。「ジ」の前に擁音がある。
ロ
263櫓羅［lu］←→［、（櫓)］
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『琉球館諄語」の第225條と同じ。
木
264蓬賀［6u］←→［hｕ（帆)］
『琉球館諄語」の第226條と同じ。蓬、船のとま。
オレ)ビ
265帯文筆［vgNpi?］←→［?u(N)bｉ（帯)］
「ビ」の前に嬢音がある。
ショモツ
266書什慶子［Jimntsl］←→［Jiumutsul（書物)］
沖縄語辞典に「本sjumugi」とある。琉球語の「Jiu」が「Ji」で対応している。対
音字音と琉球音の両者はiとiuのズレが何か所もある。これは徐葆光記音の特徴の一つ
と言え、蘇州音iuのu消失、或いは［y］の圓唇特徴の消失現象が進み、記音者はiｕ（或
いは［y]）とiの区別はできなくなったことを意味すると考えられる。
エカ
267薑夷夷喀之［Hi6ik'a?tJi］←→［ixkatJi（絵書き)］
沖縄語辞典に「絵ｉｉ」とある。対音字はその長音とkiの口蓋化音を記録した。
アザレ)ナ
268字阿三那［asanna］←→［?adza(N)nａ（字)］
沖縄語辞典に「字？a9ana」とある。「ナ」の前に擢音がある。
フデ
269筆夫的［futi?］←→［⑪udi（筆)］
スミ
270塁細米［simi］←→［suIIIli（墨)］
271紙膳皮［ha?bi］←→［kabi（紙)］
沖縄語辞典に「紙kabi」とある。第一音節の子音の対応はズレがある。
スズリ
272硯思子里［slts1li］←→［sllldzulri（硯)］
オウキ
273扇子丁吉［oki?］←→［?oxgi（扇)］
沖縄語辞典に「扇？oozi」（zi←gi）とある。
ビヤウブ
274屏風瓢布［p'iopu］←→［biobu（屏風)］
ハナ
275花瓶拠掌［pona］←→［pana（花)］
請崇業『使琉球録」の第184條と同じ。「ハ」はpaと発音する。
カウハコ
276香倉福法名［fu?fa?、U］←→［kauのako（香倉)］
『琉球館鐸語』に「香倉稿法十｣、陳侃『使琉球録』に「香倉福法各」とあり、陳録
の「福」は諄語の「稿kau」の誤字。中山伝信録は陳録に従がい、「名」は「各ｋｏ?」
の誤字。
オウレ)ギ
277倭扇杠其［uaOgi］←→［uox(N)gｉ（扇)］
第273條を参照。沖縄語辞典に「扇？oozi」（?ＣＯ←uox）とある。「ギ」の前に擁音があ
る。請崇業『使琉球録』の第186條と同じ。第273條より古い発音をしている。
イシキキヨピ
278玉帯衣石乞各必［iJi?k'i?ko?pi?］←→［iJikikiobi（石帯)］
おもろさうしに「帯ききよび」とある。陳侃『使琉球録」の195條と同じ。
コレ)ガネマカリ
279金杯干し加泥麻佳里［kuOkanimakali］←→［ku(N)ganimakari（黄金椀)］
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陳侃『使琉球録」の第195條「金鐘」と同じ。「椀」は第237條「飯椀」を参照できる。
「ガ」の前に擢音がある。
ゴ
280園棋右［Hiou］←→［gｕ（碁)］
第240條「園棋古」と同じ、「右」は「古ｋｕ」の誤字。
八人物
オテイマエ
281皇帝倭的毎［uti?mui］←→［?utixmex（御帝前)］
『琉球館課語』の第277條と同じ。沖縄語辞典に「?ｕ御、敬語の接頭辞」（?u←uo)、、
ｍｅｅ［前]、様。尊敬の意を表わす接尾辞」（ｍｅe←mai←maye）とある。
クニオウ
282国王突泥華［k'u?ni6uo］←→［kuniuox（国王)］
283王妃倭男禮煉り［unanlila?］←→［una(N)d3iara（女按司)］
請崇業「使琉球録』の第194條には「王妃倭男札疎!Ｕとある。ここの「禮」は「札」
(tJa?）の誤字。沖縄語辞典に「unazara女按司王の妻妾」とある。「d3ia」の前に擁
音がある。
ワウ
284王子倭奴鯵勃人誇［unuiu?bo?３０nk`ua］←→［onu(？)kua（王の（?）子)］
沖縄語辞典に「子Qkwa」とある。請崇業『使琉球録』に「王子倭奴爵勃人誇」と
ある。ここの「鯵」は「爵」の誤字。また、「爵勃人」の意味は不明。
オマエ
285朝廷倭毎奴［umuinu］←→［?umexnu（御前の)］
『琉球館讓語」の第282條と同じ。沖縄語辞典に「?umee御前御前様、殿様、御殿の
主人公に対する敬称。昔、按司と称した者が首里に居宅をかまえて住むようになってか
らは、？umeeといわれるようになった｡」とある。
タイプ
286大夫大福［dafu?］←→［tai⑪ｕ（大夫)］
『琉球館讓語』に「大夫大福」がある。ここの「大」は「太ｔ'ai」の誤字だと考えら
れる。
チヤウシ
287長史丈史［d5iaOJi］←→［tJianJi（長史)］
シン
288使者使臣［Iid3in］←→［Ji3in（使臣)］
『琉球館課語」の第285條と同じ。
ツウ(ン)ジ
289通事通資［t'uUtsm］←→［tu(N)3ｉ（通事)］
「シ」は、と読む。請崇業『使琉球録』の第201條と同じ。
シンシ
290正使申司［Jinsl］←→［JinJi（正使)］
陳侃『使琉球録」の第202條と同じ。「正」の発音「しん」は中国音に近い。
クシ
291副使付司［fusl］←→［⑪uJi（副使)］
陳侃『使琉球録』の第206條と同じ。「副」の発音「ふ」は中国音「フシ」に近い。
アギガナシ
292大老爺阿几U葛那什［akika?､aJi］←→［?agiganaJix（按司加那志)］
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老爺、旧時、一般人の官吏に対する称呼。大老爺、地位の高い官僚。沖縄語辞典に「按
司？azi」（zi＝d3i←gi)、「ganasii加那志、表敬の接尾辞」とある。
アレ)ギ
293老爺安主［antJiu］←→［?a(N)d3i（按司)］
上條に参照できる。「ギ」の音節、上は「gi｣、ここは「d3i」と発音、当時の「gi」が
「d3i」に変化中、口蓋化が進んでいる資料とも言えるかもしれない。沖縄語辞典に「按
司？aNzi」とある。
シンカ
294大臣沈囑［Jinka?］←→［JiNka（臣下)］
ムコ
295女婿母姑［muku］←→［muxku（婿)］
沖縄語辞典に「婿muuku」とある。
296祖五虎之［UuhutJi］←→［?u⑪uJiux（大主)］
沖縄語辞典に「父方の－番上の伯父？uhusjuu」とある。第三音節の「u:」の部分が失
記された。
マこ
297孫子栂馬鳫［mumaka?］←→［?Nmaga（孫)］
沖縄語辞典に「孫？Nmaga」とある。
298父會几鳴烏耶［Huikika?u6ia］←→［uikiga?uia（父親)］
沖縄語辞典に「父親’wiki9a?uja」とある。
．
299子括［kua?］←→［?kua（子)］
第284條「王子」を参照できる。
300女児會南姑括［6uinankukua?］←→［uina(N)gugua（娘)］
沖縄語辞典に「娘uinaguNgwa」とある。対音字音によると「gUa」の前ではなく
「gu」の前に擢音がある。
301大五晦熟［Uuhuisa?］←→［?u①isａ（大きい)］
沖縄語辞典に「大きい？uhwisan」とある。
302小枯黙［k'usa?］←→［kuxsa（小さい)］
沖縄語辞典に「小さいkuusaN」とある。
ヨメ
303弟婦晴美［liiu?ｍi］←→［julni（嫁)］
「弟婦｣、弟嫁のこと。
304妻抱厨［t'ud3iu］←→［tud3i（妻)］
沖縄語辞典に「妻tuzi」とある。
オト
305夫戸多［hutu］←→［utu（夫)］
沖縄語辞典に「夫utu」とある。
306弟尾多［u、］←→［?u?tｕ（弟)］
沖縄語辞典に「弟？uQtu」とある。
307兄洗之［sitJi］←→［sixdza（兄)］
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沖縄語辞典に「兄§ii?a」とある。当時の蘇州音に「之」の声母は既に音変化して「ts」
と読むことも考えられる。
308朋友濁需［du?siu］←→［duJi（友達)］
沖縄語辞典に「友達dusi」とある。
309体［l牙［fiia］←→［?iax（お前)］
沖縄語辞典に「お前（第二人称）？jaa」とある。
310我奄随［ua?､］←→［uaN（私)］
沖縄語辞典に「私、自称waN」とある。
311妓俗里［zu?'i］←→［zuri（女郎)］
沖縄語辞典に「厚uri女郎、遊女、娼婦」（?u=zu）とある。
312母會南姑鳥耶［fiuinankuufiia］←→［uinaGI)guuja（母親)］
沖縄語辞典に「母親umaguUja」とある。「gu」の前に擦音がある。
313男會几囑［6uikika?］←→［uikiga（男)］
沖縄語辞典に「男’wikiga」とある。
314女會南姑［Iiuinanku］←→［uina⑮)gｕ（女)］
沖縄語辞典に「女’winagu」とある。「gu」の前に擬音がある。
トモ
315丁頭士母［t'umu］←→［tumu（供)］
丁頭、侍女のこと。
316僕濃熟［nuOsa?］←→［?］
僕、しもべのこと。
317親戚隈街［uika］←→［?ueka（親戚)］
沖縄語辞典に「親戚？weeka」とある。
318公子三波堤［sanpudi］←→［sa(N)murex（士族)］
沖縄語辞典に「士族samuree」（ree←rai）とあり、「侍」のことと思う。 ｢ｍｕ」の前
に擢音がある。子音のpと、、ｄとrはズレがあるが調音部分が同じ。
キヤク
319客人客姑［k`a?ku］←→［kialKu（客)］
沖縄語辞典に「客caku」（Ca=tJia=kia）とある。
テイシュ
320主人堤就［ditsiou］←→［tiiliu（亭主)］
第二音節の子音はtsとIのズレがある。
ダウヒト
321唐人IJU濃周［t`aunuOtJiou］←→［taunu(N)d3iu（唐の人)］
沖縄語辞典に「人Qcu」（?tJiu)とある。「濃」の対音から見ると「人」は濁音化した。
322姉洗之烏乃［sitJiunai］←→［si:zaunai（姉)］
沖縄語辞典に「姉９i迄aunai」とある。第二音節の「tJi」と「za」はズレがある。
323妹尾多烏乃［u?tuunai］←→［?u?tuunai（妹)］
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沖縄語辞典に「妹？uQtuunai」とある。
324貧平素奴周［biOsunutJiou］←→［piNsuxnutJiu（貧乏な人)］
沖縄語辞典に「貧乏hwiNsuu」（hwi←pi）とある。「上」は「pi」と発音する。
325富隈既奴周［ueikinutJiou］←→［?uexkixnutJiux（金持ちの人)］
沖縄語辞典に「?weekii金持ち」とある。
バウズ
326和尚巴子［patsT］←→［bautsLu（坊主)］
沖縄語辞典に「坊主boo3i」とある。
イシヤ
327醤生一着［i?d3ia?］←-＋［?iJia（医者)］
328伯洗之揮局［sitJiHuongiu?］←→［sixzauNkiux（兄叔父)］
沖縄語辞典に「兄９ii?a｣、「叔父’uNcuu」（cuu=tJiu←kiu）とある。
329叔尾多揮局［u?tu6ungiu?］←→［?u?tuuNkiux（弟叔父)］
沖縄語辞典に「弟？uQm」とある。
330姑娘隈婚［uima］←→［?wixmasai（美しくなること)］
沖縄語辞典に「?wiimasai成長するに従って美しくなること｡」とある。「Sai」の対音
字がない。姑娘、若い女のことで美しくなることと違うが関連がある。
ヒルマ
331参靴羅買［hyluma］←→［のiruma（昼間)］
蓼、中国語で父上や方言で祖父の意味を持つ。ここは発音に基づき解読して「参」は
「昼」の誤字だと考えている。
332娘阿栂買［amma］←→［?aNmax（母)］
沖縄語辞典に「母？aNmaa」とある。娘、中国語で母のことと言う。
オイ
333阿姪威［ui］←一・［ui：（甥)］
阿姪、おいのこと。
ワラベ
334小核子歪拉培［huala?bei］←→［ualabe（童)］
小核子、子供のこと。
335丈人色多［se?tu］←→［Jita（舅)］
丈人、妻の父。沖縄語辞典に「舅situ」とある。
シバウ
336師父失農褒［Ji?nuUpau］←→［Jinu(N)baux（師の坊)］
請崇業「使琉球録」の第205條と同じ。
オキナワヒト
337琉球人倭急掌必周［uki?､api?tJiou］←-＋［?ukixnapitJiux（沖縄人)］
陳侃「使琉球録」第212條と同じ。沖縄語辞典に「沖縄？ucinaa」（ci←ki），「人
hwitu」（hwi←pi)、「人Qcu」とある。対音字音から見ると、当時に「hwitu」と
「Qcu」の組み合わせ式の「picu」や「hwicu」の発音が存在する。に」はpiと発音す
る。
338日本人亜馬吐必周［iamat'upitJiou］←→［iamatupitJiui（大和人)］
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請崇業「使琉球録」の第215條と同じ。沖縄語辞典に「大和’jamatu」とある。
シシヤ
339朝貢使臣ロ葛得那使者［k`at②?､aJitJie］←→［?JiJia（？使者)］
オキナワワウ
34O琉球国王倭急掌敷那［uki?､aOauna］←→［?ukinaxauxna（沖縄王な)］
陳侃「使琉球録」の第220條と同じ。「琉球館鐸語」に「國王敷那｣、「王子散那烏畦」
など「王」に関する項目が多数有る。「敷那」の「那」は「N」から変化してきて「天
テニ」のようなものだと考えられる。
九人事
レイギ
341作揖禮及［liki?］←→［rixgi（礼儀)］
アビ
342洗浴阿美的［amiti?］←→［?amiti（浴る)］
「ピ」は「mi」と発音する。沖縄語辞典に「?amiti水浴する」とある。
アラ
343上人洗面烏木的阿采［umu?ti?ats`ai］←→［?uimuti?arai（上の方洗い)］
沖縄語辞典に「上の方？wiimuti」とある。上人洗面、目上の人が顔を洗う。
「采」は来laiの誤字。
シタアラ
344下人洗面思答阿来来［sTta?alaiai］←→［Jita?arai（下洗い)］
一つの「来」は街字。
テツ
345拳頭打蹄子拱［dits1ku1]］←→［tixtsulkuN（手突く)］
拳頭打、こぶしで打つ。沖縄語辞典に「手tii」「突くgiCUN」とある。
ウ
346打烏兄［uhiuU］←→［?utJiuN（打つ)］
沖縄語辞典に「打つ？UCUN」とある。第二音節の子音は合わない。
347脱衣輕化子榮［k'iO6uats1liiuO］←→［kiNhadziiuN（着物脱ぐ)］
沖縄語辞典に「着物ciN｣、「脱ぐhaPijuN」とある。
クピキ
348殺ホ古必起［k`upi?k'i］←→［kubikii（首切り)］
349大酔威帝［uiti］←→［?uixti（酔う)］
沖縄語辞典に「Ｍｉｔｉ酔う」とある。
350睡段帝［inti］←→［niNti（眠る)］
沖縄語辞典に「ninti眠る」とある。第一音節の子音があわない。
〆
351上人ﾛ乞三衣米小利［sanimisiauli］←→［saimiJiagari（さい召しあがり)］
上人、目上の人。沖縄語辞典に「Ｓａｉ目上に話しかける時、呼びかける時などに男が
発する敬語｡」とある。「三」の「､」の部分は当時の蘇州音で消失した可能がある。「し
あが」三音節は「小」に当たると思われる。
352瘤［冴的［6iati?］←→［iadi（痛む)］
沖縄語辞典に「jadi痛む」とある。
353痛阿格着［aMd3io?］←→［?a?kid3iox（ああ)］
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沖縄語辞典に「?aQkijooああ｣。失望した時などに女の発する語。死者を悲しん
が泣く声｡」とある。
アラ
354洗東西ド可約的［aia?ti?］←→［?arati（洗う)］
アラ
沖縄語辞典(こ「?arati洗う」とある。東西、品物のこと。「約」は「納」（､a）の燗
だと思う。
355採花拾奴吉之［dainumtJi］←→［?］
採花、花を摘むこと。「吉之」は「切って」の意味のようだ。
356行路阿之［atJi］←→［?a?tJi（歩く)］
沖縄語辞典に「?aQci歩く」とある。
マ
357等待末之［ｍａ?tJi］←→［ｍａ?tJi（待つ)］
沖縄語辞典に「maQci待つ」とある。
358病牙的［Hiati?］←→［iadi（病む)］
沖縄語辞典に「jadi病む」とある。
359生一吉之［i?kPtli］←→［?ikitJi（生きる)］
沖縄語辞典に「?icici生きる」（ci←ki）とある。
360死失直［JFd3i?］←→［Jid3i（死ぬ)］
361傷風暗那失几［6a?､aJi?ki］←→［6anaJiki（風邪)］
沖縄語辞典に「風邪hanasici」とある。傷風、風邪を引くこと。
キゲン
362興屋起堅［u?k'ikien］←→［?ukigeN（ご機嫌)］
ハヤイ
363走迫姑一甚［p'a?kui?3in］←→［paiakuiki（早く行き)］
請崇業「使琉球録」に「走迫姑一其」とある。ここの「甚」は「其ｇｉ」の誤字。
｢ヤ」の対音字が脱けて、「ハ」はpaと発音する。
364行亜立其［iali?gi］←→［?］
請崇業「使琉球録」の第2241条と同じ。
365好優答熱［iouta?sa?］←→［iutasa（良い)］
沖縄語辞典に「いいjutaSjaN」とある。
366不好零熱［ua?sa?］←→［ua?sａ（悪い)］
沖縄語辞典に「悪いwaQSaN」とある。
367買科的［k'oti?］←→［ko:tｉ（買う)］
沖縄語辞典に「kooti買う」とある。請崇業「使琉球録」の第232條と同じ。
368寶屋的［mti?］←→［?uti（売る)］
請崇業「使琉球録」の第233條と同じ。沖縄語辞典に「?uti売る」とある。
369打更阿北音［kupo?in］←→［?］
打更、時を（打って）知らせること。
死者 で女
の誤字
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モノカタ
370言語麿奴U客答里［munuk'a?ta?li］←→［munukatari（物語り)］
371上緊走排姑亦急［baikuiki?］←-・［paikuiki（早く行き)］
陳侃「使琉球録」の第275條と同じ。上緊、急いで。以上の363條の内容に一致する。沖
縄語辞典に「早くhweeku（hwee←pai)」とある。
ミチヨ
372上御路悪牙密即約里［DC?6iarni?tsi?io?li］←→［?oiamitJiiori（おや道寄り)］
陳侃「使琉球録」の第276條と同じ。沖縄語辞典に「おや？uja敬語」（?u←?o）とあ
る。
373夢一梅［i?mui］←-．［?iｍｉ（夢)］
沖縄語辞典に「夢？、」とある。
374痩握的［iaiti?］←一・［iadi（病む)］
沖縄語辞典に「jadi病む」とある。痩せることを病むことに間違えた。
375肥滑的［Hua?ti?］←→［kuaiti（肥える)］
沖縄語辞典に「kweeti体が太る」（kwee←kwai）とある。
マ助ラ(ﾝ)ソ
376再叩頭麻達喀藍子其［mada?k'a?lantsl9i］・-→［matakara(N)dzlutJi（又体突く)］
沖縄語辞典に「karata体、karaともいう｡」「gici突く」とある。「ツ」は濁音化して、
その前に嬢音があると考えられる。「琉球館諄語」に「叩頭晴藍子｣、「再叩頭馬
達謄藍子乞｣、「頭儒藍子｣、請崇業「使琉球録」に「底頭喀藺自之｣、「叩頭晴藍
自之」とあり、「叩頭」「底頭」の「曉藍子、喀藺自喘藍自」などは「頭」（karadzul）
と考えても良いがそれらの言葉の後ろの「乞｣、「之」は「叩（突く)」や「低（下がる)」
の発音にならないので以上のように解読した。中国の「叩頭」という礼は最敬礼で、鮠
いて体を伏せて頭を地に打ちつけて行うものだから「体突く」と言えると思う。
377入朝大立葉密達［dali?hie?mi?ta?］←-．［taxriXiiemita（大人家見た)］
「琉球館讓語」の第340條と同じ。沖縄語辞典に「taarii父、あるいは中国語「大人」
の転訓か｣、「いえ（家）jaa」（jaa←ie）とある。「琉球館讓語」に「見朝大立葉亦及
（大人家行き)」もある。冊封使の居所は「大立葉」（大人家）を指したと考えられる。
コシマ
378鞠躬曲Ｐ麻平的［k'iu?JimabiUti?］←一・［kuJimagati（腰曲がる)］
沖縄語辞典に「腰kusi｣、「ma9ati曲がる」とある。「平」は誤字だと思う。
379底頭喀蘭自之［k`a?landz1tJi］←→［karaNdzLutJi（体附く）］
請崇業「使琉球録」の第239條「底頭」と同じ。解読は第376條を参照できる。「底」は
｢低」の誤字。
タオ
380立住答止歪立［ta?tJi6uali?ﾙｰｰ・［tatjiuori（立ち居り)］
請崇業「使琉球録」の第240條と同じ。「立つ」の敬語。第三音節の主母音はa、ｏのズレ
がある。
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381叩頭喘藍自之［k`a?landzltJi］←→［karaNdzultJi（体附く)］
請崇業「使琉球録」の第241條と同じ。解読は第3791条と同じ。
オンフク
382謝恩温ト姑里［uOnpu?kuli］←→［?uNpukuri（恩歓り)］
おもろさうしに「歓りふくり」とある。「フ」はpuと発音する。「恩歓り、恩に嬉しい｣。
383朝貢密加祢吸之［ｍｉ?kaniMtJi］←→［?］
384平身度漫思吾［dumans1Ou］←→［duxma?s山gｕ（身まっすぐ)］
沖縄語辞典に「身duu」とある。「漫」の「､」の部分が琉球音に対応していない。請
崇業「使琉球録」第243條と同じ。平身、脆秤していたものが立ちあがること。
385慶賀密由鳥牙［mi?Iiiouu6ia］←→［?］
請崇業「使琉球録」第2441条と同じ。
386表章彪烏［piou］←→［pio:ｕ（表)］
に」はpiと発音する。陳侃「使琉球録」第248條と同じ。表、奏上文。
ゴヵモノ
387賞賜吾加一毎奴［Uukai?muinu］←→［gukaimunu（御買い物)］
請崇業「使琉球録」に「吾一加毎奴」とする。
388起来掲之［kienJi］←→［?］
389進貢喀得那［k`a?to?､a］←→［?］
ヒヤウア
390進表漂那阿傑的［p'ionaagie?ti?］←→［pioxno?ageti（表の上げて)］
「那」は中国語で､a，ｎｏ二音あり、ここは「no」と読むべき。「の」は琉球語で「が」
の意味で主格助詞。
391報名包名［pomiU］←→［ばうみん（報名)］
報名、到着を報告すること。中国語の発音にしている。「琉球館讓語」第360條と同じ。
イトマ(ﾝ)ゴ
392欝朝畏之局曼歸［uitJimankui］←→［uitumaNgui（お暇乞い)］
藷崇業「使琉球録」第251條と同じ。「ゴ」の前に擢音がある。「之」は「士ｔ`u」の誤
字だと考えられる。
モドイ
393回去悶都里一其［pi?tulii?gi］←→［muOV)duriiki（戻り行き)］
請崇業「使琉球録」に「悶」は「悶」（mun）とし、「悶」は正字。回去、帰ること。
394早起速都密的［su?tumi?ti?］←→［sutumiti（朝)］
沖縄語辞典に「朝sutumiU」とある。請崇業「使琉球録」第253條と同じ。
395下程司眉日Ｐ［slmuihyo?』i］←→［?］
請崇業「使琉球録」第254條と同じ。
チヤハンジ
396筵宴ホL半失［tJa?panJi?］←→［tJiapand3i（茶飯時)］
「ハ」はpaと発音する。「琉球館詳語」第365條と同じ。
ミコトスミ
397勅書倭眉脚音【司墨［umuikio?tusTmg?］←→［?umi9otusmmi（お見事墨)］
請崇業「使琉球録」の第2561条と同じｂ勅書、皇帝の勅文。
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：／
398暁得識達畦［Ji?da?ua］・--→［Ji?tauａ（知ったわ)］
請崇業「使琉球録」の第266條と同じ。暁得、知る。ここは完了態。
シ
399不暁得失藍［Ji?lan］〈--→［JiraN（知らん)］
請崇業「使琉球録」の第268條と同じ。
400聖旨由奴奴失[fiiounuuuJi?］←-＞［iunuuuJi（文)］
沖縄語辞典に「,junuuusi文。もと一国の元首の意だが、後に一城の主すなわち按司に
いうようになった｡」とある。聖旨、天子のご命令。「琉球館課語」の第377條と同じ。
401御前謝恩悪牙密温卜姑里［DC?6iami?u9npu?kuli］←-．［?oiamiunpukuri（おや
ミオンフク
御恩歓り)］
おや、敬語。御、表敬接頭辞。請崇業「使琉球録」の第273條と同じ。
402且慢走慢的［manti?］←→［ma?tｉ（待って)］
請崇業「使琉球録」第269條と同じ。、と?が合わない。
403掌来一得姑［i?tg?ku］←→［i?teku］（行って来る)］
掌来、（行って）何かを持ってくるという意味。
ユル
404放下由六戸［liioulu?Ji]］←-・［iuruJi（緩し)］
請崇業「使琉球録」第260條と同じ。
405給賞烏鵲没谷古里［uts`ia?m０?ku?kuli］←-．［?uiamikukurix］（おや御心得)］
請崇業「使琉球録」に「鳥鴉没谷古里」とある。「鵲」は「鴉ｉａ」の誤字。沖縄語辞
典に「kukurii心得、理解」とある。
モノ
406方物木那珪［ｍｕ?nuua］q--→［munuua］（物は)］
「琉球館讓語」の第374條と同じ。
407多少亦加熱［i?kasa?］←-＞［ikia?sa］（いくら)］
沖縄語辞典に「いくらcaQsa」とある。「琉球館讓語」の第375條と同じ。
ツカ
408請来子失之［tSlJi?tJi］←-し［tsIukaiJitJi］（遣いしち)］
沖縄語辞典に「するSjun」とある。「琉球館諄語」に「請来子蓋失｣、請崇業「使琉
球録」に「請来子蓋失之」とある。二つに「蓋kai」が脱けている。
十身寵
409髪姶那子［ha?､ats]］←→［？］
又喀拉齊［k`a?'a?dzi］←→［karad3i（髪)］
又音。沖縄語辞典に「髪karazi」とある。
410頭他陳l子［t'ala?ts]］←→［taratli（(垂らす)］
沖縄語辞典に「taraci垂らす。？usiru-、女が礼装する時、髪をうしろへ垂らすよう
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結う゜」とある。「頭」の誤記。
マユ
411眉寶由［ma6iou］←→［ｍａｉｕ（眉)］
中山伝信録の「責」は場合によって「mai」と「ｍａ」と読み、maiから、aへの転換を表
す。
〆
412眼美［ｍ］←→［ｍｉｚ（目)］
ミミ
413耳ｆＦ米［nimi］←→［mimi（耳)］
第一音節の「ミ」は「､i」と読む。
ハナ
414鼻諮納［hua?､a］←→［中ana（鼻)］
シダ
415舌失着［Ji?d3ia?］←→［JitJia（舌)］
沖縄語辞典に「舌sica」とある。
クチ
416口｜閤生［kuo?JiU］←→［kutJi（口)］
「生」は「止tJi」の誤字だと考えられる。
417歯杳［kua］←→［中ａ（歯)］
子音のズレがある。
ヒゲ
418鬚非几［filiki］←→［①igi（髭)］
沖縄語辞典に「髭hwizi」（zi←gi）とある。
テ
419手蹄［di］←→［tix（手)］
420脚礫［Jia?］←→［のiJia（足)］
沖縄語辞典に「足hwisia」とある。「hwi」の対音字が脱けている。
カラダ
421身描鍵［ka?ta?］←→［karata（体)］
「ra」の対音字が脱けている。
キモ
422心氣慶［kimu］←→［kimu（’､)］
沖縄語辞典に「心cnu」（ci←ki）とある。
クピ
423頭頸科必［k`upi?x］←→［kubix（首)］
ムネ
424胸Ⅱ五尼［､､i］←→［Nni（胸)］
沖縄語辞典に「胸′N､」とある。
425妨齊［dzi］←→［tliX（乳)］
子音のズレがある。
426牙諾其［no?gi］←→［？］
ヒタイ
427額失脚衣［Ii?d3ia?i］←→［のitlIai（額)］
沖縄語辞典に「額hwicee」（cee←cai＝tllai←tai）とある。第一音「額hwic e」（c e←cai＝tllai←tai）とある。第一音節の子音はズレがあ
る。
へソ
428膳突素［k，u?su］←→［のusu（I齊)］
沖縄語辞典に「膳husu」とある。第一音節の子音はズレがある。
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ユピ
429指頭威彼［uipi］4--→［?ixbi（指)］
「頭｣、接尾辞。沖縄語辞典に「指？ixbi」とある。
430臂非之［fuitli］←-．［⑩id3i9ez（肘)］
沖縄語辞典に「肘hwizigee」とある。最後の音節の対音字が脱けている。
モモ
(股)］
とある。
431腿膜膜［ｍｏ?ｍｏ?］←→［ｍｏｍｏ
沖縄語辞典に「股mumu」（ｍｕ←,no）
十一衣服
432衣裳衾［k`m］←→［kiN（着物)］
沖縄語辞典に「着物ｃ､」（ci←ki）とある。
カサ
433帽１１塁i熱［ka?sa?］←→［kasa（笠)］
434衣服密子満吉［mi?tsTmanki?］←→［？］
キヌ
又豈奴［k`mｕ（衣)］←→［kinu（衣)］
又音。
ハカマ
435樟子ロ合加馬［ha?kama］←→［hakama（袴)］
オピ
436帯鳥必［upi?］←→［?uxbi（帯)］
437手巾梯黙几［t`isa?ki］←→［tixJiax9i（手拭)］
沖縄語辞典に「手拭tiisaazi」とある。
又皮沙之［biJatJi］←→［？］
438被烏濁［udu?］←→［?uxdu（蒲団)］
沖縄語辞典に「蒲団？uudu」とある。
カチャウ
439帳子喀着［k`a?d3ia?］←→［katJiau（蚊帳)］
440種軍木心［mu?sin］←→［muJin（毛布)］
沖縄語辞典に「毛布musm」とある。
マクラ
441枕婿括［makua?］←→［ｍａ?kua（枕)］
沖縄語辞典に「枕maQkwa」（a←ra）とある。
フドン
442褥子福冬［fu?tuO］←→［①udun（布団)］
褥子、敷き布団。
タピ
443機搭弼［ta?bi?］←→［taxbi（足袋)］
444杉子Ｕ合加［ha?ka］←→［？］
445笠由沙［hiouJa］←→［？］
446綴毛疸［motsy］←→［？］
447靴呵[]牙［ku6ia］←→［中uja（靴)］
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沖縄語辞典に「靴hUia」とある。Ｋと中のズレがある。
448軽熟巴［sa?pa］←→［saba（草履)］
沖縄語辞典に「草履saba」とある。
449汗杉阿米琴［amigin］←→［？］
雨（?ami）の着物（kin）と考えられる。
450冬短衣木綿景［ｍｕ?mienkiU］←→［mumiNkiN（木綿の着物)］
アサ
451夏短衣百索景［pa?so?kiO］←→［?asakiN（麻の着物)］
第一音節の子音と第二音節の母音がそれぞれ合わない。
452紬亦周［i?tJiou］←→［?itJiu（絹)］
沖縄語辞典に「絹？iicu」とある。
453鍛動子［duOtsT］←→［duNsi（殿子)］
沖縄語辞典に「殿子duNsi」とある。「琉球入學見聞録」も「殿勤子」とあり、琉球
音も「tsu,」の発音が有ったかもしれない。
サ
454紗撒［sa?］←→［sａ（紗)］
「琉球館諄語」の第392條と同じ。
ラ
455羅羅［lu］←→［rux（羅)］
日本語で「羅」は「ラ」と発音し、ここはおそらく中国語のままで読んでいる。「琉球
館讓語」の第393條と同じ。
ホッケン
456絹活見［6uo?kien］←→［のo?ken（1上絹)］
「琉球館詳語」の第394條と同じ。
ヌノ
457布奴奴［nunu］←→［nunu（布)］
沖縄語辞典に「布nunu」とある。
458綿衣奴奴木綿［nunumu?mien］←→［nunumumiN（布木綿)］
綿衣、綿入れ。
459紗帽紗帽［samo］←→［samo:ｕ（紗帽)］
「琉球館課語」の第403條と同じ。中国語式の発音。紗帽、旧時中国文官の帽子。
460網巾網巾［vaOkin］←→［uaUkiN（網巾)］
「琉球館詳語」の第460條と同じ。中国語式の発音。網巾、束髪用の網。
461圓領員領［hyanliO］←→［iuaNriN（圓領)］
中国語式の発音。圓領、旧時官員の礼服。丸いえりぐりを持つのはその名称の由来。
462桾喀甲眉［k`a?ka?mi］←→［kakami（下裳)］
沖縄語辞典に「kakaN下裳」（N←mi）とある。
十二飲食
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オハン
463飯駈班［nupan］←-．［?uban（御飯)］
沖縄語辞典に「御飯？ubuN｣、琉球語彙に「boUedriceUmbang」
サケ
464酒熱几［sa?ki］`--→［saki（酒)］
タバコ
465煙塔ﾉ(孤［t`a?pa?ku］←→［tabaku（煙)］
466油阿晤打［antaルー→［?aNda（油脂)］
沖縄語辞典に「油脂？aNda」とある。
ミソ
467醤彌沙［miJa］←→［misau（味ﾛ胃)］
沖縄語辞典に「味噌，NSu」（，N←mi）とある。
ショウユ
468醤油沙由［Jafiiou］←→［Jioxiuz（醤油)］
第一音節の対音字音と琉球語のズレが見える。
コメ
469米可木［kumu?］←→［kumi（米)］
「木」は「米」（mi）の誤字だと考えられる。
470塩麻蝦［mahio］←→［maxJio（塩)］
琉球語彙に「saltmashoo｣、沖縄語辞典に「塩maaSju」とある《
は「ho」と読む。
トウフ
471豆腐托福［t`o?fu?］←-．［tox⑪ｕ（豆腐)］
チャ
472茶札［tJa?］・-→［tJia（茶)］
「琉球館鐸語」の第427條と同じ。
シシ
473肉失失［Ji?Ji?］←→［JiJi（肉)］
沖縄語辞典に「肉sisi」とある。
サイ
474菜綏［Suei｝･-→［sex（菜)］
沖縄語辞典に「菜９ee」とある。
ゾメン
475索麺錯閥［ts`omin］←-．［sｏｍＮ（素麺)］
沖縄語辞典に「素麺sOomiN」とある。
ウリ
476葉瓜隈［ui］←-＋［?uｉ（瓜)］
沖縄語辞典に「瓜Ｍ」（i←ri）とある。
477蒜非徒［fUidu］←→［①iru（大蒜)］
沖縄語辞典に「大蒜hWiru」とある。ｄ、ｒの子音ズレがある。
ウリ
478西瓜烏胎［uHi］`-→［?uｉ（瓜)］
476條の「菜瓜」と同じ読み方。
479冬瓜失布衣［Ji?pui］←→［Jibui（冬瓜)］
沖縄語辞典に「冬瓜sibui」とある。
ナマショウガ
480生薑那没焼介［nama?Jioka］←-．［namaJioxgax（生薑)］
とある。
現代蘇州音の「蝦」。
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沖縄語辞典に「生nama｣、「生薑Sjoogaa」OCC←iau）とある。
クロマメ
481黒豆枯羅馬馬［k`urumama］・-→［kurumaxmi（黒豆)］
沖縄語辞典に「黒豆kurumaami」とある。最後の音節の母音が合わない。
482蕉篁巴熟那［paJia?､a］←→［baJiana（バナラ)］
沖縄語辞典に「香蕉baSianai」とある。ここの「黙」は「sa?」でなく、「Jia」と発音
するようだ。ｓａ?は南方音、Jiaは北方音。最後の「i」の對音字が脱けている。『琉球入
学見聞録』に「蕉實巴熟那衣」とある。
483番薯番子母［fantsImu］←-・［⑪aNsulmu（薩摩藷)］
沖縄語辞典に「薩摩藷hansu，（ha←｡a)、「芋，ｎｍｕ（?N←i）とある。「i」の対音
字がない。
484豆牙菜馬米那［mamina］←→［maxmina（もやし)］
沖縄語辞典に「もやしmaamina」とある。
モチ
485餅木之［ｍｕ?tJi］←-＋［mutJx（餅)］
コンニャク
486芋葵坤軋姑［kuonia?ku］←-つ［kuNiaku（蒟蒻)］
沖縄語辞典に「蒟蒻kuNjaku」とある。
キナ
487菓刻納里［k`⑨?na?'i］・-→［kinari（木成り)］
沖縄語辞典に「果物kiinunai（木の成り)」（i←ri）とある。請崇業『使琉球録』の第
305條と同じ。
488粉由諾姑［liiou?no?ku］←→［？］
請崇業『使琉球録」の第306條と同じ。
イオ
489魚一由［i?liiou］←-＋［?iiu（魚)］
沖縄語辞典に「魚？iju」とある。
エビ
490蝦一必［i?pi?］゛-→［?ibi（蝦)］
491蛤鯏克培［k`⑨?bei］←-．［？］
492螺甸阿古塙［akuka?］←→［？］
493蟹爽熟眉［ka?sa?ｍi］←→［gadzami（蟹)］
沖縄語辞典に「蟹gazami」（za＝dza）とある。
494陣礫阿札囑［atJa?ka?］←-．［?adzakai（しゃこ貝)］
沖縄語辞典に「しゃこ貝？a\akee」（kee←kai）とある。
495海獅子菩拉［tsTbula?］←→［？］
珍寶
コガネ
枯車L風［k`uga?､i］←→［kugani（黄金)］
カネ
喀臓［k`a?､i］←→［kani（金）］
三
金
銀
十
６
７９９４４
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イツゼン
498銭一層［i?dzoO］←-．［?i?dzeN（－銭)］
アカガネ
499銅阿里喀臓［alik`a?ni］←-仁［?akagani（銅)］
「里」は誤字だと考えられる。
クロガネ
500鐵窟碓喀風［k`u?lu?k`a?､i］令--・［kurukani（黒金)］
シロガネ
501錫右禄喀臓［liioulu?ka?ni］←-・［Jirukani（白金)］
「右」は「石３i?」の誤字。
ゼニ
502紗支Hﾖi［tJini］今-→［d3ini（銭)］
沖縄語辞典に「お金ｚ､」（zi＝ｄｚｉＮ←､i）とある。
イシ
503玉依石［i3i?］←－，［?iJi（石)］
請崇業『使琉球録』の第336條と同じ。
タマ
504珠燵馬［da?ma］←-．［tama（玉)］
イシ
505石一石［i?3i?］〈-→［?iJi（石)］
ウマタマ
506礪瑠吾馬那達馬［Uumanoda?ma］←一・［umanotama（馬の玉)］
礪璃、めのう。「礪」の「馬」を取って組合せた言葉。陳侃『使琉球録
じ゜
ヤマタマ
507珊瑚牙馬那達馬［hiamanoda?ｍa］←一・［iamanotama（山の玉)］
陳侃『便琉球録』の第34011条と同じ。根拠のない作り言葉。
ミズタマ
508水晶Ⅲ子達馬［miUtsIda?ma］・－－．［mi(N)dzultama（水玉)］
請崇業『使琉球録』の第342條と同じ。
タマイシ
509玉石燵馬一石［da?mai?3i?］←一・［tamaiJi（玉石)］
請崇業『使琉球録」の第343條と同じ。
トラ
510Ｊ虎珀官疎11［t`ola?ﾙｰｰ・［tora（虎)］
『琉球館讓語」の第478條と同じ。
ウシツノ
511犀角吾失祖奴［UuJi?tsunu］゛-→［uJitsuInu（牛角)］
陳侃『使琉球録』の第345條と同じ。
512硫黄汕畦［Ianua］←-．［iuxuax（硫黄)］
「汕」は「油６iou」の誤字。沖縄語辞典に「硫黄juuwaa」とある。
(,馬の玉)
『使 』の第3391条と同
十四数目
5１３－抵子
沖縄語辞典に
514二打子
沖縄語辞典に
[titsl］←→［tixtsm（－つ)］
｢一tiigi」とある。
[tatsl］←→［taxtsm（二つ)］
｢二taa9i」とある。
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515三也子［mietsl］←一・［mixtsul（三つ)］
沖縄語辞典に「三miigi」とある。
516四天子［iautslルー→［ioxtsul（四つ)］
沖縄語辞典に「四juugi」Ouu←io:）とある。
517五一子子［i?ts1tsl］←→［?itsuutsm（五つ)］
沖縄語辞典に「五？igigi」とある。
518六栂子［mutsT］←→［muxtsul（六つ)］
沖縄語辞典に「六muu9i」とある。
519七納納子［､a?､a?tsl］←→［nanatsuI（七つ)］
沖縄語辞典に「七nanagi」とある。
520八１１牙子［liiatslw-→［iaxtsLu（八つ)］
沖縄語辞典に「八jaa9i」とある。
521九科過腺子［k`ukuMtsl］←→［kukunutsuu（九つ)］
沖縄語辞典に「九kukunugi」とある。第三音節の子音はｌ、、のズレがある。
522＋抱子［t`ots1］←→［tox（十)］
沖縄語辞典に「＋tuu」（uu←ＣＯ）とある。「子」は街字。
523＋一抱抵子［t`otits1］←→［toxtixtslu（十一つ)］
ニジュゥ
524二十臓祖［nitsu］＋-→［nid3iux（二十)］
第二音節の発音が合わない。当時の「＋」は「dzu」と読む可能性もある。
サンジュウ
525三十惨祖［ts`antsu］＋－－．［saNd3iux（三＋)］
シジュゥ
526四十細祖［sitsu］・-→［Jid3iux（四十)］
ゴジュゥ
527五十古祖［kutsu］←-＋［gud3iux（五十)］
ロクジュウ
528六十六古祖［lu?kutsu］←-つ［lukud3iux（六十)］
シチジュウ
529七十錫汁狙［si?d3i?tsu］←-季［JitJid3iux（七十)］
ハチジュウ
530八十河汁祖［hod3i?tsu］←-＋［hatJid3iux（八十)］
クジュウ
531九十苦祖［k`utsu］←-つ［kud5iux（九十)］
ヒャク
５３２－百頁古「hiaku］今-→［hiaxku（百)」
533千先［sien］←→［seN（千)］
５３４－千一貫［i?kuan］←→［?ⅡuaN（一貫)］
沖縄語辞典に「一貫（銭）？iQkwan」とある。
マン
535萬漫［man］←-＋［ｍａＮ（万)］
リャウ
536両即Ⅱ茶切［lia］今-→［liau（両)］
［Uao］と［tJia］の音切。反切上字の声母と反切下字の韻母を取って音になる。
セン
537銭層［dzg0］今-→［dzeN（銭)］
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第498条に参照する。
フン
538分風［fun］←→［のuＮ（分)］
５３９－半納加那［､a?kana］←→［nakara（半ば)］
沖縄語辞典に「半ばnakara」とある。第三音節の字音は､，
５４０－様一奴摩奴［i?numunu］←→［inumunu（同じ物)］
沖縄語辞典に「同じ’inu」「物munu」とある。
カル
541輕Ⅱ客羅熟［k`a?lusa?］←→［karusa（軽さ)］
542重駈卜熟［npu?sa?］←→［?Nbusa（重い)］
沖縄語辞典に「重い？Nbusan」とある。
543多屋火熟［u?husa?］←→［?uhusa（多い)］
沖縄語辞典に「多い？uhusaN」とある。
544少一革拉熟［i?k⑨?'a?sa?］←→［?ikirasa（少ない)］
沖縄語辞典に「少ない？ikirasaN」とある。
ナガ
545長ガ旧交黙［naka?sa?］←→［nagasa（長い)］
546短陰來熱［inka?sa?］←→［?iNkasa（短い)］
沖縄語辞典に「短い？iNkasan」（Ca←ka）とある。
ヒロ
547潤非羅黙［fuilusa?］←→［①irusa（広い)］
548狹一伯熱［i?pa?sa?］←→［?ibasa（狭い)］
沖縄語辞典に「狭い？ibasaN」とある。
ウチ
549中屋之［u?tJi］←→［?utJi（内)］
ウエ
550上威［ugi］←→［?uix（上)］
沖縄語辞典に「上？wii」とある。
シダ
551下昔着［si?d3ia?］←→［JitJia（下)］
沖縄語辞典に「下sica」とある。
552満抵之密之［titJimi?tJi］←→［？ｍi?tJi（？満ちる)］
沖縄語辞典に「満ちるmiQci」とある。「抵子」は「tiitsul｣、
アサ
553浅阿熟之［asa?tJi］←→［?asasa（浅い)］
沖縄語辞典に「浅い？asasaN」とある。第三音節の「sa」と
554里利［li］←→［rｉ（里)］
イチマイメ
５５５－銭一止買毎［itJimaimi］←→［?itJimaimi（－枚目)］
ここから十回「買毎」の対音字が用いられ、「匁」（muNmi）
一枚一枚数えながら「何枚目」の言い方をしている。
ニマイメ
556二銭尼買毎［nimaimi］←→［nimaimi（二枚目)］
サンマイメ
557三銭山買毎［sanmaiIni］←→「saNmailni（三枚目)］
rのズレがある。
｢－つ」の発音。
｢之」は合わない。
の誤訳ではなく、銅銭を
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「山」は「s」の声母にしている。
シンマイメ
558四銭申買毎［Jinmaimi］←→［JiNmaimi（四枚目)］
「枚」の前に嬢音がある。
ゴマイメ
559五銭吾買毎［Uumaimi］←→［gumaimi（五枚目)］
ロクマイメ
560六銭六吻古買毎［lu?kumaimi］←→［rukumaimi（六枚目)］
シチマイメ
561七銭式之買毎［Ji?tJimaimi］←→［JitJimaimi（七枚目)］
ハチマイメ
562ノ(銭法之買毎［fa?tJimaimi］←→［⑪atJimaimi（八枚目)］
クマイメ
563九銭ネ占買毎［k`umaimi］←→［kumaimi（九枚目)］
ジツマイメ
５６４－両執買毎［tJi?maimi］←→［d3i?maimi（十枚目)］
ここから見ると、当時に、十銭が一両になる金銭の計算方法があった。
565十両撒姑毎［sa?kumui］←→［tJiukumai（百文)］
沖縄語辞典に「百文cukamui」とある。第一音節の対音が合わない。中国語で一銭は
一文ともいう。一両は十銭とすれば十両は百銭、百文になる。
ヒャク
５６６－百両撒牙姑［sa?hiaku］←→［⑪iaku（百)］
第一音節の対音が合わない。
マンヨトシ
５６７－萬｛固麻執吐失［ma3iu?t`uJi?］←→［maNiutuJi（萬世歳)］
第569條に似ている。見出し語の意味にあまり合わない。
セン
568千歳森那［senno］←→［sennｏ（千の)］
『琉球館讓語』の551條「千歳」と549條「－千個」と同じ。
マンヨトシ
569萬萬歳麻由吐失［ma6iout`uJi?］←→［maNiutuJi（萬世歳)］
「ン」の対音部分がない。
十五通用
アマ
570甜的阿婚熟［amasa?］←→［?amasa（甘さ)］
ここと以下いくつかの「的」は「物」の意味。甜的、甘い物。
クンサ
571酸的關爽熟［kuaNJuaOsa?］←→［kuNsaNsa（臭さ)］
沖縄語辞典に「すっぱい§iisaN」とある。対音字の発音から判断すれば「臭い」に近い。
前の二音節は全部擢音がついているようにあることはめずらしい。
カラ
572辣的喀陳l熱［k`a?'a?sa?］←→［karasa（辛さ)］
573鰔的什布喀熱［Jipuk`a?sa?］←→［Jibukarasa（塩辛さ)］
沖縄語辞典に「塩辛いsibukarasaN」とある。「ra」の対音字が脱げている。
アワ
574淡的阿法黙［afa?sa?］←→［?a中asａ（淡さ)］
沖縄語辞典に「薄い？ahwasaN」とある。
キイロ
575黄綺羅［k`ilu］←→［kixru（黄色)］
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沖縄語辞典に「黄色ciiru」（ci←ki）とある。
アカ
576紅阿爽熱［aka?sa?］←→［?akasa（赤さ)］
アオ
577青唖熱［osa?］←→［?oxsa（青さ)］
沖縄語辞典に「青い？oosaN」とある。
シロ
578白稀羅熱［hilusa?］←→［Jirusa（白さ)］
現代蘇州音は「稀」など見系声母は口蓋化した。その現象は十九世紀に起ったといわれ
る。ここの「稀」はJiと対応、現代の口蓋化した音に近い。
スミナラ
579念書西米那那容［siminana6iuU］←→［smminaraiuN（墨習う)］
沖縄語辞典に「§imi①墨②学問」と「習うnarajuN」とある。第四対音字の、と琉球
音のｒが合わない。念書、本を読む、学問を習う。
580看妙母［miomu］←→［？］
キ
581聴得乞介枡［ki?kalaU］←→［kikaraN（間からん)］
キ
582不聴得乞介藍［ki?kalan］←→［kikaraN（聞からん)］
以上肯定式と否定式の言葉はともに否定式の読みになっている。５８１條は誤記。
583有阿美［ami］←→［?aＮ（有る)］
沖縄語辞典に「有る、在る？aN」とある。「N」は「mi」と対応している。
584無休獺［mila､］←→［nexran（無い)］
沖縄語辞典に「無いneeraN」とある。
クサ
585臭突熟熟［ku?sa?sa?］←→［kusasa（臭さ)］
タマワ
586求討答毛里［ta?moli］←→［tamaoxri（賜り)］
求討、,恩賜を貰う。「毛」は「maua」二音節に対応している。
モノガタリ587説話慶奴喀達里［munuk`ada?Ⅱ］←→［munukatari（物語)］
370條「言語」と同じ。
588知道識之「Ji?tJi］←→［IiM（知って)」
沖縄語辞典に「siQci知る」とある。
：／
589不知道失藍子［Jilantsl］←→［JiraNdzi（知らず)］
399條「不曉得失藍」に似ている。「琉球館諄語』第594條と同じ。
ヤ
590不敢揚密撒［HiaUmi?sa?］←→［iaNInisa（止めさ)］
不敢、そうしないこと。沖縄語辞典に「-sａ（接尾)｣、よ、さ。述べることを相手に対
して軽く強調する場合に用いる｡」とある。『琉球館讓語』の第583條と同じ。
アガリニシ
591東西加尼尼失［kaniniJi?］←→［agariniJi（東西)］
『琉球館讓語」の第592條と同じ。「東」と「西」の組合わせ。「東西｣、中国語で品物と
いう。
592間護圖押里［mandua?li］←→［maNduari（暇有り)］
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間、ひまなこと。沖縄語辞典に「暇madu」とある。「｡u」の前に嬢音がある。
593説読由沽辣舍［hioukula?J０?］←→［iukuJimunixJiax（嘘つき)］
沖縄語辞典に「うそつきjukusimuniiSiaa」とある。「辣」とjimuniは対応している。対
音字が脱けている。請崇業『使琉球録』の第387條と同じ。
594實話馬訟沽夷［masuOkuhi］←→［masuN9uii（真すぐ言い)］
請崇業『使琉球録」の第379條と同じ。
595不見迷闘［muan］←→［miraN（見らん)］
請崇業『使琉球録」の第3851条と同じ。
カイキ
596快活括其［kua?gi］←→［kuaiki（快気)］
請崇業『使琉球録」の第388條と同じ。沖縄語辞典に「kweeci（快気)」（ee←ai、ｃｉ←ki）
とある。
ナンギ
597辛苦南及之［nanki?tJi］←→［naNgi（難儀)］
請崇業「使琉球録」の第389條と同じ。「之」の対応は不明。
598笑瓦劇的［uala?ti?］←→［uarati（笑う)］
沖縄語辞典にrwarati笑う」とある。請崇業『使琉球録』の第374條と同じ。
ナ
599啼ガロ其［nagi］←→［naki（泣き)］
請崇業『使琉球録』の第3251条と同じ。
ヨ
600叫院的［hiu9nti?］←→［iuNdi（呼ぶ)］
請崇業「便琉球録」の第376條と同じ。沖縄語辞典に「judi叫ぶ」とある。「di」の前
に嬢音がある。
601瘻課沙［k`osa］←→［ui9oxsa（痒い)］
沖縄語辞典に「痒い′wiigoosaN」とある。「Ui」の対音字がない。請崇業『使琉球録」
に「病課沙」とある。
602明早起身阿着速圖抱枚楊支［ad3ia?su?tutumgit`a?tJi］←→［?atJiasutumitidatJi
（あした朝立ち)］
沖縄語辞典に「あした？aＣａ」（Ｃａ＝tJia)、「朝sutumiti｣｣、「立ちdaci」とある。
「樋」は術字で琉球音の「ti」の対音字が脱げている。陳侃『使琉球録』に「明早起身
阿着速多蜜的楊知」とあり、対応が正しい。起身、中国語で發つ、出かけると言う。
マリ
603ｊ１ｕｌ球馬一［mai?］←→［maXi(毬)］
拠球、投げるボール。沖縄語辞典に「毬maai」（i←ri）とある。
604捉七子一深虐古［i?Jinniuo?ku］←→［?i?siNgux］
沖縄語辞典に「?iQSiNgUU子供をあやす遊戯の名。子供をひざの上に立たせ、両手を
とって前後に揺り動かす｡」とある。この遊戯は中国の「捉七子」という遊び方に似て
いる。「虐」は術字。
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ゴウ
(碁打った)］605下碁古烏鍵［kuuda?］←→［guu?tａ
ウタ
606Ⅱ昌歌屋鍵［u?da?］＋-→［?uta（歌)］
沖縄語辞典に「歌？uta」とある。
(二）字母
假名イロハニホヘトチリヌルヲワカヨタレソツネナラムウヰノオクヤマケフコエテアサ
キユメミシヱヒモセスン
対音字依魯花義夫揮都痴利奴禄烏畦喀天達力蘇即休那剛某務依奴烏姑耶馬其夫庫而梯牙
沙基天震米志意輩毛世使婚
対音字音
iluhuanjfuhueitutJilinulu?uuak`a?iouda?'i?sutsininala?muuinuukufiiamagifuk`ｕ
ｏｔ'iUasakiioumgimitJiifuimoJislma
琉球音
iru①ani｡u①itutJirinuruuuakaiutalisutsuminaramuuinuukuiamakiのukueti?asakiiu
mimilii⑪imoJisUIＮ
以上は「中山伝信録」における「字母」の仮名対音解読、その特徴は：
１．あ、か、な、は、や、ら行のう段音とお段音が同じように発音している。「ぬ、夫、
天」はそれぞれ「ぬ、の」「ふ、ほ」「ゆ、よ」両方の対音字にしている。そのほか、
「そ、と、も」もｕ母音になっている。オ段音は完全にウ段に合流している。
2．エ段音は「而え」以外、全部ｉの母音を持っている対音字が用いられ、エ段音はイ段
音に基本的に合流したと言える。その中「へ、メ」の対音字「揮、霊」の韻母には「e」
の発音を同時に持つことからみると、その「ei」は実際にｅからｉに変化する途中の音
（iやＩ）を表していることが考えられる。
3．「イ、ユヰ」合流、「オ、ヲ」合流。
4．「ン」は「婚ma」と発音する。
5．あ牙Ua、さ沙sa、す使s１，に義,li、む某ｍｕ、も毛、｡など対音字の発音は典型的な蘇
州音になっている。
6．「し」は志tJiとの対応はズレがある。誤記だと思われる。
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